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６
月
19
日（
日
）、
大
野
町
の
相あ

い

羽ば

グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
第
56
回
揖
斐
郡
消
防
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
揖
斐
郡
内
の
消
防
団
か
ら
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
８
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ

車
の
部
に
は
13
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

優　

勝　

揖
斐
川
町
消
防
団　

大
深
分
団

準
優
勝　

揖
斐
川
町
消
防
団　

脛
永
分
団

３　

位　

揖
斐
川
町
消
防
団　

小
島
分
団

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

優　

勝　

揖
斐
川
町
消
防
団　

揖
斐
分
団

準
優
勝　

大
野
町
消
防
団

３　

位　

揖
斐
川
町
消
防
団　

大
和
分
団

　

ま
た
、
８
月
７
日
（
日
）
に
は
、
岐
阜

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

（
恵
那
市
）
で
、「
消
防
感
謝
祭
」
第
60
回

岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
揖
斐
郡
を
代
表
し
て
、
揖
斐
川
町
の

消
防
団
が
出
場
し
ま
す
。
大
会
で
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

土
砂
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
が
６
月
26
日（
日
）、
久
瀬
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
久
瀬
地
区
の
住
民
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
約
５
５
０
人
が
参
加
し
、
各

地
域
で
避
難
訓
練
を
実
施
。
メ
イ
ン
会
場

と
な
っ
た
久
瀬
日
坂
公
民
館
に
は
、
現
地

災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
消
防
団
に
よ
る
土
の
う
こ

し
ら
え
、
揖
斐
川
町
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
土
砂
除
去
、
揖
斐
郡
消
防
組

合
に
よ
る
乗
用
車
か
ら
の
救
出
な
ど
の
訓

練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
、
国
土
交
通
省
越
美

山
系
砂
防
事
務
所
の
田た

村む
ら

毅
た
け
し

所
長
を
講

師
に
防
災
講
演
会
も
行
わ
れ
、参
加
者
は
、

防
災
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
ま
し
た
。

▲高レベルな操法が披露されました。

▲ポンプ車の部優勝　揖斐分団 ▲小型ポンプの部優勝　大深分団

▲消防団による土のうこしらえ訓練

▲防災講演会 ▲レスキュー隊による車両事故救出訓練

第
56
回
揖
斐
郡
消
防
操
法
大
会

～
２
年
連
続
で
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
・
ポ
ン
プ
車
の
部
　
優
勝
独
占
！
～

久
瀬
地
区
土
砂
災
害
防
災
訓
練　

～
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
～
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▲ゆりまつりで披露された谷汲踊

▲開通式のテープカット（６月１６日） ▲ウォーキングの様子（６月１２日）

▲白樫地区の防護柵設置研修

　

６
月
12
日（
日
）、19
日（
日
）の
２
日
間
、

谷
汲
ゆ
り
園
で
、
ゆ
り
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
谷
汲
ゆ
り
園
は
、
50

種
類
30
万
球
の
ゆ
り
が
植
え
ら
れ
、
ゆ
り

ま
つ
り
当
日
に
は
、
早
咲
き
の
ス
カ
シ
ユ

リ
系
が
鮮
や
か
に
園
内
を
彩
り
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
谷
汲
踊
や
お
ば
ば
太
鼓
が

披
露
さ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ゆ
り
園
は
、
谷
汲
大
洞
地
区
の
皆
さ
ん

が
力
を
あ
わ
せ
て
管
理
し
て
お
り
、
平
成

８
年
の
開
園
以
来
、
少
し
ず
つ
整
備
が
進

み
、
現
在
で
は
、
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ゆ
り

の
園
が
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

谷
汲
ゆ
り
園

ゆ
り
ま
つ
り

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
総
会

奥
い
び
湖
大
橋
が
完
成

　

６
月
12
日（
日
）、横
山
ダ
ム
（
東
横
山
）

の
堰え

ん

堤て
い

上
を
通
る
国
道
３
０
３
号
に
代
わ

る
新
し
い
橋
「
奥
い
び
湖
大
橋
」
の
完
成

を
記
念
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
い
び
湖
大
橋
は
、
長
さ
２
３
２
メ
ー

ト
ル
、
幅
約
８
メ
ー
ト
ル
で
、
高
さ
約
40

メ
ー
ト
ル
の
中
央
の
２
つ
の
主
塔
か
ら
48

本
の
ケ
ー
ブ
ル
が
伸
び
、
橋
げ
た
を
つ
る

す
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
橋
と
横
山
ダ
ム
を

往
復
す
る
１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー

ス
で
午
前
と
午
後
の
２
回
行
わ
れ
、
約

５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
発
前
に
は
、
橋
の
上
で
、
夜
叉
ヶ
池

伝
説
道
中
ま
つ
り
で
披
露
さ
れ
る
「
龍
神

の
舞
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

各
種
飲
食
ブ
ー
ス
や
、
木
工
教
室
、
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
も
あ
り
、
親
子
で
挑

戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
16
日（
木
）
に
は
、
開
通
式
が
行

わ
れ
、
交
通
の
安
全
性
が
向
上
し
た
橋
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

宗
宮
町
長
は
、
式
典
の
あ
い
さ
つ
で
、

「
人
と
物
、
観
光
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、

岐
阜
県
と
滋
賀
県
を
つ
な
ぐ
橋
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
話
し
ま
し

た
。

　

６
月
14
日（
火
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
、

揖
斐
川
町
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
鳥
獣
被
害
は
、
年
々
深
刻
な
状

況
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
と
行
政
そ
し
て

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
被
害
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
町
内
に
生
息
す
る
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
林
業
へ
の

被
害
を
防
止
す
る
こ
と
と
、
人
へ
の
危
害

を
防
ぐ
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
鳥
獣
防
護
柵
の

設
置
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
実
際

に
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
白
樫
地
区

の
現
地
で
柵
の
機
能
や
設
置
方
法
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
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▲地域がんばり隊員の武藤さん（写真中央）
　と佐竹さん（写真右）

▲園舎建設工事安全祈願祭の様子

▲ピースウォークの様子（役場駐車場にて）

　

６
月
17
日（
金
）、「
た
に
ぐ
み
幼
児
園
」

と
「
か
す
が
幼
児
園
」
の
園
舎
建
設
工
事

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
地
域
の
関
係
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

両
幼
児
園
は
、
建
築
か
ら
30
年
以
上
が

経
過
し
て
お
り
、
耐
震
性
な
ど
の
問
題
か
ら

移
転
し
て
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
に
ぐ
み
幼
児
園
は
、
谷
汲
小
学
校
（
谷

汲
名
礼
）
に
、
か
す
が
幼
児
園
は
、
春
日
小

学
校
（
春
日
川
合
）
に
隣
接
す
る
場
所
に

建
設
さ
れ
、
相
互
の
連
携
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

園
舎
は
、
い
ず
れ
も
平
成
24
年
２
月
完

成
予
定
で
す
。

　

神
事
の
後
、
宗
宮
町
長
は
、「
町
の
将

来
の
元
気
や
活
力
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
、
新
し
い
園
舎
で
明
る
く
す
く
す
く
と

育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

揖
斐
郡
・
神
戸
町
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

～
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
し
て
～

　

６
月
15
日（
水
）、
核
兵
器
廃
絶
や
戦
争

反
対
を
訴
え
て
行
進
す
る
「
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー

ク
」
が
揖
斐
郡
３
町
と
神
戸
町
で
行
わ
れ
、

揖
斐
川
町
で
は
、
真し

ん

教
き
ょ
う

寺じ

（
三
輪
）
か
ら

役
場
ま
で
を
約
40
人
が
行
進
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
東
京
か
ら
広
島
ま

で
市
民
団
体
が
つ
な
ぐ
第
53
回
原
水
爆
禁

止
国
民
平
和
大
行
進
の
一
環
で
す
。

　

富
田
副
町
長
は
、「
半
世
紀
前
か
ら
続

け
ら
れ
て
い
る
国
民
平
和
大
行
進
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。」
と
話
し
、「
核
兵
器
の
な

い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
」
と
書
か
れ
た

ペ
ナ
ン
ト
を
参
加
者
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
の
開
催
に
併
せ

て
、
原
爆
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
写
真
展
が

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

幼
児
園
園
舎
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭

～
た
に
ぐ
み
・
か
す
が
幼
児
園
～

地
域
が
ん
ば
り
隊
員

～
若
者
が
過
疎
地
を
応
援
～

　

６
月
21
日（
火
）、
新
規
の
雇
用
を
生
み

出
し
な
が
ら
過
疎
地
の
活
性
化
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
と
し
た「
地
域
が
ん
ば
り
隊

員
」（
県
事
業
）に
採
用
さ
れ
た
、
武む

藤と
う

美み

智ち

子こ

さ
ん（
大
垣
市
）と
佐さ

竹た
け

一か
ず

輝て
る

さ
ん（
大
垣

市
）が
揖
斐
川
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

宗
宮
町
長
は
、「
地
域
に
溶
け
込
ん
だ

活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
揖
斐
川
町
の

特
色
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
、
ど
ん
ど

ん
提
案
し
て
ほ
し
い
。」
と
激
励
し
、
武

藤
さ
ん
と
佐
竹
さ
ん
は
、「
地
元
の
人
と

力
を
合
わ
せ
て
、
過
疎
地
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
で
す
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
久
瀬
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
む
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
ら
の

や
ま
久
瀬
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
平
成
24

年
３
月
ま
で
活
動
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
25
日（
土
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
で
、「
科
学
の
祭
典
岐
阜
大
会
in
揖
斐

川
」
が
開
催
さ
れ
、
約
４
０
０
人
の
子
ど

も
た
ち
が
実
験
や
工
作
を
楽
し
み
、
科
学

の
不
思
議
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

６
年
目
と
な
る
今
年
は
、
岐
阜
聖
徳
学

園
大
学
教
育
学
部
の
学
生
74
人
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
17
の
実
験
ブ
ー
ス
を
運
営
し
ま

し
た
。

　

風
船
と
Ｃ
Ｄ
を
使
っ
た
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ

ト
、
洗
濯
の
り
で
作
る
ス
ラ
イ
ム
、
牛
乳

パ
ッ
ク
を
再
生
し
た
紙
す
き
な
ど
、
色
々

な
実
験
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
興
味
津
々
で
科
学
の
楽
し
さ
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

科
学
の
祭
典
岐
阜
大
会
in
揖
斐
川

～
科
学
の
不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
～▲様々な工作や実験を楽しみました
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▲来場 50 万人目の長谷川さん（写真右）

　

揖
斐
川
町
坂
内
と
福
井
県
境
に
あ
る
夜

叉
ヶ
池
（
標
高
約
１
１
０
０
メ
ー
ト
ル
）

が
７
月
２
日（
土
）、山
開
き
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
残
雪
が
多
く
、
例
年
よ
り
も
１

か
月
遅
い
山
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

夜
叉
ヶ
池
登
山
口
で
、
安
全
祈
願
が
行

わ
れ
る
と
、
約
３
０
０
人
の
登
山
客
が
夜

叉
ヶ
池
を
目
指
し
、
山
道
を
一
歩
ず
つ
踏

み
し
め
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は

曇
り
空
で
、
山
頂
付
近
は
霧
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
が
、
鮮
や
か
な
黄
色
の
日に

っ

光こ
う

黄き

菅す
げ

が
群
生
し
て
お
り
、
そ
の
光
景
は
、
登

山
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

登
山
道
か
ら
夜
叉
ヶ
池
ま
で
は
、
片
道

約
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
す
が
、

登
山
さ
れ
る
際
に
は
、
体
調
を
十
分
整
え

自
分
に
合
っ
た
登
山
を
お
願
い
し
ま
す
。

秘
湯　

白
龍
の
湯

来
場
者
50
万
人
達
成
！

　

７
月
２
日（
土
）、
秘
湯
白
龍
の
湯（
久
瀬

温
泉
白
龍
の
湯
）の
来
場
者
が
50
万
人
に

達
し
、
秘
湯
白
龍
の
湯
の
玄
関
前
で
記
念

の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

50
万
人
目
と
そ
の
前
後
の
方
に
は
、
揖

斐
川
町
の
特
産
品
や
温
泉
入
浴
優
待
券
な

ど
の
記
念
品
が
宗
宮
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

50
万
人
目
の
幸
運
を
つ
か
ん
だ
の
は
、

愛
知
県
春
日
井
市
か
ら
お
越
し
の
長は

谷せ

川が
わ

敏さ
と
しさ
ん
で
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
、「
自
然
の
風
景
と
施

設
の
質
素
な
雰
囲
気
が
好
き
で
す
。
自
分

が
50
万
人
目
の
来
場
者
に
な
る
と
は
思
っ

て
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
う
れ
し
い
で

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

夜
叉
ヶ
池
山
開
き

～
伝
説
の
池
を
目
指
し
て
登
山
～

揖
斐
川
水
防
事
務
組
合
水
防
訓
練

　

７
月
３
日（
日
）、
下
岡
島
の
揖
斐
川
右

岸
に
あ
る
河
川
公
園
で
、
揖
斐
川
に
お
け

る
水
防
関
係
機
関
、
水
防
管
理
団
体
等
水

防
関
係
者
の
水
防
技
能
の
習
熟
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
防
災
関
係
機
関
と
連
携
し

た
水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
揖
斐
川
町
、
大
野
町
、
池

田
町
、
神
戸
町
の
消
防
団
、
揖
斐
郡
消
防

組
合
、
大
垣
消
防
組
合
、
揖
斐
建
設
業
協

会
員
、
合
わ
せ
て
約
５
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

消
防
団
は
、
土
の
う
こ
し
ら
え
や
堤
防

の
欠
壊
防
止
や
漏
水
箇
所
の
吸
い
込
み
口

を
ふ
さ
ぐ
シ
ー
ト
張
工
な
ど
を
行
い
、
揖

斐
建
設
業
協
会
の
皆
さ
ん
は
、
大
型
重
機

を
使
っ
て
、
護
岸
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
積
工
や
大
型
土
の
う
工
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

６
月
３
日（
金
）、
揖
斐
川
町
水
道
組
合

員
の
15
社
15
人
が
老
朽
化
し
た
消
火
栓
の

塗
装
を
補
修
す
る
塗
装
補
修
奉
仕
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
昨
年
度

か
ら
継
続
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
、
三
輪

地
区
と
清
水
地
区
で
約
70
か
所
の
塗
装
補

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
毎
年
活
動
は
継
続
さ
れ
、
今
後

４
年
間
で
揖
斐
川
町
全
域
の
老
朽
化
し
た

消
火
栓
の
塗
装
補
修
を
完
了
す
る
予
定
で

す
。 消

火
栓
塗
装
補
修
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
揖
斐
川
町
水
道
組
合
～

▲群生する日光黄菅を鑑賞する登山者

▲水防に関する様々な訓練が展開されました

▲塗装補修作業の様子
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▲揖斐川左岸の橋台 ▲揖斐川右岸の橋台

▲現場見学会の様子 ▲小学生による橋台への寄せ書き

▲水生生物調査の様子（坂内川にて）

岡
島
橋
工
事
の
見
学
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

～
河
川
環
境
保
全
の
重
要
性
を
知
る
～

　

現
在
、
岡
島
橋
の
架
け
替
え
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
橋
の
両

端
を
支
え
る
基
礎
で
あ
る
橋
台
が
５
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
工
事
中
の
３
月
８
日

（
火
）と
３
月
10
日（
木
）に
地
域
住
民
、
小

学
校
の
児
童
ら
を
招
い
て
見
学
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

見
学
会
で
は
、
講
師
と
し
て
招
か
れ
た

国
土
交
通
省
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
揖

斐
川
第
一
出
張
所
長
か
ら
、
揖
斐
川
の
概

要
・
環
境
・
保
全
活
動
へ
の
取
組
み
の
紹

介
、
岡
島
橋
の
歴
史
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、施
工
業
者
に
よ
る
工
事
の
紹
介
、

現
場
で
の
測
量
機
器
体
験
・
建
設
機
械
の

試
乗
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
来
上
が
っ
た
橋
台
に
揖
斐

小
学
校
の
児
童
ら
が
寄
せ
書
き
を
し
、「
い

び
川
は
ぼ
く
た
ち
が
守
っ
て
い
く
よ
」、

「
揖
斐
川
を
大
切
に
」
と
い
っ
た
揖
斐
川

へ
の
熱
い
想
い
や
決
意
を
深
め
ま
し
た
。

　

岡
島
橋
は
平
成
24
年
秋
の
完
成
に
向

け
、
今
後
も
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、県
と
合
同
で
町
内
小
学
生
が
、

揖
斐
川
な
ど
の
河
川
に
棲
む
水
生
生
物
を

調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
河
川
の
水
質

を
確
認
し
、
河
川
環
境
保
全
の
重
要
性
を

認
識
す
る
こ
と
を
目
的
に
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
10
日（
金
）に
は
、
学
校
間
交
流
の

一
環
と
し
て
、
揖
斐
小
学
校
と
坂
内
小
学

校
の
児
童
48
人
が
、
坂
内
小
学
校
に
近
い

坂
内
川
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
、
捕
獲
し
た
水
生
生
物
を
図
鑑
で
調

べ
、カ
ワ
ゲ
ラ
や
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
な
ど
、

き
れ
い
な
水
に
棲
む
水
生
生
物
を
確
認
す

る
と
、「
こ
の
川
は
き
れ
い
な
水
な
ん
だ

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
町
内
の
６
小
学
校
が
学
校

の
近
く
の
河
川
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。


